
⽇本医科⼤学ラグビー部 

Covid-19 による⾃粛期間からの活動再開に向けた運営再開指針（案） 

 

1. はじめに 

Covid-19 感染症は感染⼒が⾼く、致死的な転機をたどる可能性のある感染症であり、下記

のことが活動開始の原則になる 

① 政府、地域が集団での活動を容認し始めた場合。 

② 活動再開のための準備が整っている場合。 

(ア) ⼈的教育が⼗分になされている。 

(イ) 物品が充⾜している 

③ 常に社会的距離を保つ 

(ア) マスクを着⽤して、２m 程度距離を保つ。 

(イ) ⾷事中は正⾯に位置せず、会話は慎む。 

(ウ) ケアなどで密接する場合は、15 分以内に保ち、会話を慎む。 

 

2. トレーニング実施時の感染防⽌策について 

l トレーニング実施前 

① 以下の事項に該当する場合、トレーニングの実施を⾒合わせ、参加させない

こと 

Ø 体調不良(発熱、咳、咽頭痛など) 

Ø 同居家族や⾝近な知⼈に感染症が疑われている⼈がいる場合 

Ø 過去 14 ⽇以内に、政府から⼊国制限、⼊国後の観察期間を必要とされ

ている国や地域への渡航または当該在住者と濃厚接触がある場合 

② 毎朝の体温測定、健康チェックを⾏い Covid マネージャー(3,⼈的配置にて

後述)に報告をすること 

③ トレーニング当⽇は⾃宅及び集合時に検温、健康チェックを⾏うこと 

④ チーム内で新型コロナウイルス完成相が発⽣した場合には必ず主将へ速や

かに報告すること。濃厚接触者(1m 以内の近距離、適切な防護具を着⽤して

いない、15 分以上の会話またはそれに相当する⾏為)を把握する。 

 

l トレーニング実施時 

① トレーニング中、トレーニングしてない間も含め、最低でも 2 メートルの距

離を⼈と⼈との間で保つこと 



② マスクを着⽤すること 

※マスク着⽤により⼗分な呼吸ができないことによる⾝体への影響の可能性

があることや熱中症などには留意すること(マスク着⽤は選⼿の判断で) 

③ 適切なタイミングでの⼿洗い、アルコールによる⼿指消毒を実施すること。

チームで⼿指消毒を⾏いやすい環境を整える。 

④ プレーの説明や消毒、⼿洗いの際に密集・密接を作らないこと 

⑤ グラウンド内でのトレーニング中につばや痰を吐くことを禁⽌する。 

⑥ 発熱などの症状が確認された選⼿・スタッフは直ちにトレーニングを中断し、

隔離等の適切な対応を取り、必要に応じて保健所や医療機関への相談、受信

を促すこと。 

⑦ ⽬⿐⼝を極⼒触らないように⼼がけること。どうしても触るときは⼿洗いや

⼿指消毒後に触るようにする。 

 

3. ⼈的配置(仮) 

Covid-19 を開始する上で統括する管理者（Covid-19 マネージャー：MGR）を配置する。こ

の役職は、チームドクター、トレーナー、マネージャーが兼務して良い。 

① Covid MGR はチームスタッフ、メンバーの信頼を得ていることが条件にな

る。 

② 選⼿、スタッフは以下のことが記載された確認書を提出する。これらの書類

はチームで保有する。 

(ア) ⾃分は現在 Covid-19 に感染していない。 

(イ) 過去 14 ⽇間にさかのぼり、⼀切の疑似症状がない。 

(ウ) 過去 14 ⽇間にさかのぼり、感染者、疑似者に接していない。 

③ 感染もしくは疑似症状があった場合には正確に通知する。 

  



4. 環境の準備 

活動を開始するにあたり、活動施設の感染対策を⼗分に⾏う。 

① 導線を明確にして、出⼊り⼝に⼿洗い、消毒できる設備を持つ。 

② 不要な⼈が通過できないよう制限をする（張り紙など）。 

③ 感染者被疑者が⽣じた場合の準備を⾏う。 

(ア) 隔離場所ならびに隔離する際の別の導線を準備する。 

(イ) 対応するスタッフのための防護服を準備する。 

A) サージカルマスク、N95 マスク 

B) フェイスガード 

C) ビニール製ガウン 

D) ⼿袋 

④ 活動に必要な物品は 24 時間毎に除菌する。 

(ア) ボール、トレーニング機器 

(イ) トレーナー室、ケア⽤品 

(ウ) ⾐類は選択を頻回に⾏う。 

⑤ ボトル、ビブスは共有せず、個⼈で管理して毎⽇洗浄する。 

⑥ ジムは最⼩限の⼈数（2、3 ⼈）に限定する。 

⑦ 宿泊は個室として、乗⽤⾞内での同乗をしない。 

 

5. 活動再開時における段階的プレー復帰 

新型コロナウイルス感染症に伴うラグビー活動の安全な再開を⾏うには、これま

で述べた感染防⽌策を講じ、都道府県、市町村や教育委員会、学校の⽅針を理解

して、適切な感染予防処置の下でのトレーニング計画やトレーニング環境の整備

が必要となる。また、その計画においては、選⼿の負傷のリスクを最⼩化し、プ

レーに復帰させるために、段階的トレーニング計画やリコンディショニング を

⾏う⼗分な時間が求められ、別表１に⽰すレベル別必要期間を参考にして李コン

ディショニングを⾏う。レベル４へはレベル 2、3 を経たうえで進むこと。 

現時点ではレベル５の活動(フルコンタクトでの練習)は禁⽌されているが、レベ

ル５の活動再開に向けてリコンディショニングを意識し、またレベル５の活動再

開時には、必ず強度の低いフィジカルコンタクトから⾼いフィジカルコンタクト

へと段階的に移⾏するよう⼼掛ける。 
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